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A A だ よ りI （公財）愛知県国際交流協会の主催・共催事業などをお知らせするページです（公財）愛知県国際交流協会の主催・共催事業などをお知らせするページです

「ワールド・コラボ・フェスタ 2023」を開催しました。� ▶▶▶▶

　　今年のワールド・
コラボ・フェスタは記
念すべき 20 回目！…と
いうことで、多文化的
背景を持つタレントの
ヴィトルさんを公式ア
ンバサダーに迎え、さ
わやかな秋晴れのなか
気持ちよくスタートを
切りました。
　例年と同じく名古屋
栄 の オ ア シ ス 21 を 会
場に、10 月 14 日 ( 土 )、

15 日 ( 日 ) の 2 日間で、約
５ 万 ６ 千人もの皆様にご来場いただきました。オープニングでは、20 回目
を記念して、愛知商業高校書道部のみなさんに、華やかで力強いパフォー
マンスにより、思いのこもったメッセージを書いていただきました。
　ワールドステージでは、国際色豊かな伝統舞踊、軽快な音楽に合わせて
のパフォーマンスや、民族楽器を使った演奏など、２２ 団体にご出演いただ
きました。コラボ広場のブースでは、両日で ５１ 団体にご出展いただき、展
示、ワークショップや物品販売などを通して日ごろの国際交流・国際協力・
多文化共生・SDGs に関わる活動等をわかりやすく楽しく紹介していただ
きました。
　今回のフェスタは、第 １ 回から参加していただいている団体から初めて
参加の団体まで様々でしたが、出演者の熱気あふれるステージパフォーマ
ンス、ブース出展者と来場者との活気あふれるやり取りなど、賑わいのあ
るイベントとなりました。

【AIA のだしもの】
　わたしたち AIA は、毎年、特定の国に焦点を当て、その国の
文化や我が国との交流関係などを紹介しています。今回は建国
１００ 周年を迎えたトルコ共和国を取り上げ、ステージとブース
展示を行いました。

◆ステージ「見て、聴いて、感じて、オリエンタルなトルコの世界」
　ステージでは、京都大学民族舞踊研究会の OB、OG のみなさ
んに、ダンスを披露していただきました。メンバー全員がトル
コの民族衣装を着て、オリエンタルな音源やトルコの弦楽器「カ
ラデニズ　ケメンチェ」と大きな太鼓「ダヴル」の生演奏に合
わせて迫力あふれる舞踊を舞う姿に、観客も魅了されていまし
た。アジアとヨーロッパの中間にあるトルコには、様々な文化の中継地点として、豊かな文化が築かれてい

ます。そのため、地域ごとに多種多様なダンスが踊られており、
今回のイベントでも短剣を持っての勇ましい男性のダンスや、
軽やかなステップの女性のダンスなど、いろいろな踊りを見る
ことができました。ステージの最後には、参加型としてステー
ジの下で観客のみなさんと輪になって「トラブゾン」というダ
ンスを踊りました。簡単なステップを教えてもらった後、つな
いだ手を上にあげ、輪になって踊り参加者のみなさんは、知ら
ない者同士が初めてのステップに笑いながら、楽しくトルコを
感じていたようでした。

▲オープニングでの愛知商業高校書道部による作品

▲京都大学民族舞踊研究会の OB、OG メンバー

▲ステージの下で、観客参加型でダンスを楽しみました。

▲公式アンバサダーのヴィトル氏による
トークショーの様子
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◆ブース「メルハバ（こんにちは）　トルコへようこそ」
　ブースでは、トルコ共和国を紹介したパネル展示、銅製ペンダン
トを作るワークショップ、「ナザール・ボンジュウ」を数えるゲーム
とボードゲームのマンカラを行いました。
　今回、在名古屋トルコ共和国総領事館にご協力をいただき、民族
衣装や写真パネルなどをお借りして、展示しました。ブース展示を
ご覧いただいた方々からは、「行ってみたくなった」「行ったことが
あるから懐かしい」などのお声をたくさんいただきました。トルコ
のお守り「ナザール・ボンジュウ」を数えるゲームに参加した方には、
もれなく「ナザール・ボンジュウ」をプレゼントしました。
　ワークショップでは、島根県松江市でトルコ料理店「やかもずキッチン」を経営し、トルコ伝統手芸作家でも
ある阪本理恵子さんを講師にお招きし、トルコの伝統手芸「オヤ」やトルコ絨毯の実物を見せながら、ご自身の

経験を基にトルコの文化や風習についてお話ししていただきました。
参加者も手芸作品の細かいレース編みや色鮮やかな模様に興味津々の
様子でした。ワークショップでは、トルコ製の銅パーツとトンボ玉を
使ったペンダント作りを体験でき、参加者が色や形にこだわって選び、
個性豊かなペンダントを真剣に作っているのが印象的でした。
　ボードゲームのマンカラは、アフリカをはじめ、ヨーロッパ、東南
アジア、カリブ海諸国など世界中で遊ばれている豆まきを模したゲー
ムで、世界最古のゲームの一つと言われています。子どもから大人ま
で楽しめ、最近は、放課後児童クラブなどでも遊ばれているようです。
親子で遊びに来ていただいた方や、何回も参加してくださった方もい
て、多くの方に参加していただき大好評でした！

　私たちのステージやブースを見てくださった皆様が、トルコのことを身近に感じていただけたら幸いです。
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「通訳者と支援者のためのコミュニティ通訳講座」初級第 1 回を開催しました�▶
　9 月 9 日（土）に外国人ヘルプライン東海との共催で「通訳者と支援者のためのコミュニティ通訳講座」初
級第 1 回を開催しました。以前、( 公財 ) 兵庫県国際交流協会の外国人県民インフォメーションセンターでス
ペイン語相談員をされていた村松紀子氏を講師に迎え、「コミュニティ通訳の基礎」についてご講演いただき
ました。コミュニティ通訳と他の通訳ではどのような違いがあるのか、どのような資質がコミュニティ通訳者
に求められているのかなど、コミュニティ通訳として活動する上で基本となる点について、経験談も交えなが
ら大変勉強になるお話を聞かせていただきました。講演での伝言ゲームでは、「聞いた通りに正しく伝えるこ
との難しさ」を参加者が実際に体験するなど、楽しみながら学べる機会となりました。
　講演後のグループワークでは、外国人ヘルプライン東海の代表である
後藤美樹氏の進行の下、「コミュニティ通訳とは何か。」、「なぜ通訳の時
にメモを取る必要があるか。」の 2 点について、グループに分かれて話し
合いました。通訳をしている人、通訳を利用している人といった立場の
異なる様々な参加者が一堂に会してのグループワークはとても盛り上が
り、日頃、参加者の皆さんが通訳をする際に感じていることの共有や通
訳をする側、される側の立場から、どのような対応をするとよりスムー
ズに通訳ができるのかといった質問など、様々な話題が飛び交っていま
した。
　コミュニティ通訳は外国人住民の生活を支えていく上で必要不可欠な
存在です。一人で対応することが多いコミュニティ通訳だからこそ、通
訳者同士がつながり、お互いに支え合いながら通訳活動を行うことが重
要であると学びましたが、この講座が通訳者や関係者がつながる場とし
て少しでも役立てていただければ幸いです。皆さま、お忙しい中研修会
にご参加いただき、ありがとうございました。
　本講座の初級第 2 回は「DV 相談」をテーマに 12 月 12 日（火）に開
催予定です。第 1 回の参加者の方ももちろん、DV 相談について関心の
ある方はぜひ、第 2 回講座にもご参加ください。

▲ワークショップの様子

▲マンカラを楽しむ参加者

▲講師の村松氏

▲グループワークの様子




